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 【日  時】平成 25 年 10 月 18 日(金) 14：00 ～ 17：00  









室蘭工業大学 大学長 佐藤 一彦 
【講演】 
演題Ⅰ：「環境新聞連載取材等に見る循環ビジネスの検討」 
株式会社環境新聞社 編集部サブデスク 黒岩  修 氏 
  演題Ⅱ：「北海道における環境関連事業の取り組み」 
    北海道経済産業局資源エネルギー環境部 環境・リサイクル課 課長補佐 清野 正樹 氏 
 演題Ⅲ：「地域資源を活用したバイオマスタウンの形成」 
下川町環境未来都市推進課 課長 長岡 哲朗 氏 
 演題Ⅲ：「ＦＩＴと小水力」 
富士電機株式会社 発電プラント事業部 水力プラント部主席 高橋 正宏 氏 
 
【開会挨拶】 
室蘭工業大学 大学長  
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７月に Green Prop というガラリと社名を変更し，元々副
社長だった川添克子さんが社長に就任し新しい会社として
スタートしました．Green Prop という社名は，持続可能


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































解しています．つまり FIT 法では無条件で認定されない．        
何でもかんでも発電するから買ってもらえるというもので
は無い，ということです．次は接続に関する義務で，当該
電気事業者による電気の円滑な供給の確保に支障が生じる
おそれがあるとき，例えば電力会社の送電網に支障を来す
場合は認定されない，これは例としては，電力会社の持っ
ている送電線，配電線には容量というのがありまして，そ
れを越える電源だと配電線が容量オーバーになって，逆に
配電線がもたなくなりますので，そういうときは電力会社
というか，経産省としては認定しないということになりま
す．三つ目は再生可能エネルギー発電設備を用いた発電の
認定等，経産大臣は，第一項の認定に係る発電が同項各号
のいずれかに適合しなくなったと認めるときは，当該認定
を取り消すことができる．これは２０年間の買取を義務づ
けるということになっていますが，発電される方はそれな
りに事業の維持，規定を守る必要があると，そういう状態
が満たされない場合は，認定が取り消されるということを
意味しています．これが注意すべきところでございます．
先ほど接続の請求に関する説明という言葉がでました．こ
れは何を意味するかといいますと，ここに電力会社の送電
線，あるいは配電線がございます．事業者はここに水力発
電所を建設したいと，この間ですが発電所から，電力会社
の送電線と元々電気を送る方法がありませんので，接続の
請求を事業者が電力会社にお願いすると，これが接続の請
求に関することを意味しております．次が電気事業法の特
例と価格への反映ですが，ここに記載してあるのは一般的
に電力会社が皆さんに対する電気の料金は許認可制で，勝
手に電力会社の方で一方的に上げるということはできませ
ん．ただ，FIT の再生可能エネルギーについては許認可制
というか，固定価格で，４０円なら４０円で固定しますと．
許認可は適用されません．もう一点の納付金の額は，長く
書いてありますが電力会社が発電事業者から電気を買った
場合，当然，売電の単価が当然上がります．その単価が上
がった分はどこへ行くのかというと，納付金というか賦課
金という形で請求されています．Ｋｗあたり去年は２.２円
だったのですが，今年度は０.３５円で少し値上がりしてい
ます．これはそれだけ再生可能エネルギーの発電が増えて
いると，その分皆さんから徴収する単価が増えているとい
うことを意味しています．これをわかりやすく費用負担を
書いたものでございます．再生可能エネルギーの発電事業
者が左にありますが，まず，発電設備が，国で定める要件
を満たすものか確認後，決められた買取価格で電力を売電
する契約を電力会社と結ぶと，まずは事業者が国から認定
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されます．事業者は固定価格で電気を買取します，電気事
業者は国が定める価格で支払います．一方，電気事業者と
消費者の間では電気事業者は電気を消費者に供給します，
電気事業者は電気料金と賦課金を回収します．再生可能エ
ネルギー買取費用は，消費者より賦課金という形で徴収し，
この賦課金は買取費用の多寡に応じて電力会社に分配する
と．最終消費者から回収された賦課金は，一旦は費用負担
調整期間に入ります．ここで電気事業者にどれだけ買い取
ったかという比率で調整期間が支払をします．全体的な
FIT にまつわる費用負担はこのようになっております．次
に対象条件ですが，先ほど水力が３０Ｍｗ未満と申しまし
たが，もう少し見ますと，例えば S&B．これは施設の改修，
いわば既設の物を置き換えるという工事でございます．こ
れは話を聞いているといろいろなケースがございます．
元々水力発電所というのは機器だけではなく，大きいもの，
水路，管路などがございます．もともと FIT，去年の段階
では土木設備は FIT の対象にはならないということだった
のですが，今年度に入りまして，設備更新の範囲が土木工
事，水圧管路などが変えなくても良いという表現も出て微
妙になっています．二つ目の補助金ですが，元々補助金を
受けている場合は返却をしなければならないという話があ
ったのですが，現在は１０％までは認める話になりました．
三つ目は電力会社の取り扱いですが，電力会社は電気事業
者なので FIT 対象外ですが，一般電気事業者が担当地域以
外で発電した電気を担当地域の電力会社へ売電した場合は
FIT 対象となる．これは例えば北海道電力さんが東北電力
さんの管内に発電所を作って，それを東北電力さんへ売れ
ば FIT の対象になります．ただ，こういう事例は聞いたこ
とがありません．四つ目が揚水発電所の取り扱いで，揚水
発電所は夜間の電力をつかって発電しているので，化石燃
料を使っていると言うことで FIT の対象外となります．ガ
イドラインとは，最終的には FIT の認定の対象になるかど
うかと言うのは，最寄りの経済産業局に問い合わせいただ
くのが確実です．次は経済性の評価で，総工事費と建設単
価というものを示しています．横軸が出力Ｋｗ数で縦軸が
総工事費です．だいたい出力ごとに内部収益率，これが７％
になるように総工事費を算出して，Ｋｗ単価を計算すると．
今だいたいの水力の場合ですと，後で内部収益率ご紹介し
ますが，内部収益率が７％になればそれなりに投資価値が
あると言われていまして，これを得るためにどれくらいの
Ｋｗ当たりの建設単価で仕上げなければいけないか，それ
を示すのがこの折れ線のグラフです．だいたい３０００Ｋ
ｗで１３０万円当たりだとそれなりに投資効果があります．
経済性の評価とは，先ほどの IRR と言うものを示すもので，
何かというと初期投資額が１.９億円．年間の発電収入がだ
いたい３６００万円ほど．年間の運転維持費が１２００万．
その差が年間の収入，回収費になります．これを２０年で
回収した場合，複利計算したら金利がどれくらい付くか計
算したものです．この場合は９.４％ぐらいの金利がつきま
す．これはパソコンソフトのエクセルで計算すればすぐ出
るもので，それを紹介したものです．次が設備認定状況で，
今それぞれの電気が６月まででどれくらいあるか，こちら
がどれくらい認定されているかということで，圧倒的に認
定されているのは太陽光で飛び抜けて多い．水力について
言えば，ほとんど運転しているのはゼロに近いという状況
です．水力は今まで件数で７０件．認定出力で８０Ｍｗに
なっています．以上が FIT に関する簡単な説明でございま
す． 
次に小水力発電ということで，水力発電について簡単に
ご紹介させていただきます．まずは水力発電はなぜ電気が
起きるかというと，原理としては水の持っているエネルギ
ーを水上の回転エネルギーに変えて発電機で電気エネルギ
ーに変えると，水のエネルギーは，位置水頭，速度水頭，
圧力水頭，と使い方によって位置のエネルギーを使うのか，
速度のエネルギーを使うのか，あるいは圧力のエネルギー
を使うのか，種類によって使うエネルギーが違います．出
力は９.８，これは重力の数，流量，有効格差，で総合効率．
これらを掛けたものが出力となります．よくお客さまが間
違えるのが流量の単位は毎秒です，この単位を注意してい
ただければだいたいの水車の出力はわかります．総合効率
は大小によって違ってきますが，だいたい７５から８５％
くらいになります．有効落差は上水位と下水位の差，実際
には管路の露出が入ってきます，それを差し引いたもので
す．水車の発明者はほとんどアメリカ人とヨーロッパ人に
なっています．容量別の名称をここに記載していますが，
一般的には１００ｋｗ以下をマイクロ水力．１Ｍｗから１
００ｋｗをミニ水力．１０Ｍｗから１Ｍｗを小水力．１０
０Ｍｗから１０Ｍｗを中水力．１００Ｍｗ以上を大水力と
いいます．水車といってもいろいろな種類がございます，
水車の種類の選定には，横軸は流量，縦軸は有効落差にな
ります，その条件によって使用できる水車が違ってきます．
一般的にポピュラーなものは横軸フランシス水車，小さい
所ではクロスフロー水車，後は我々特有の機種なのですが，
管路に水道が付けられるタイプで，マイクロチューブラ水
車というものがございます．後は昔ながらの水車の形をし
たもの，これは体格が大きいのですが，数Ｋｗぐらいの出
力しかでません．ですから発電というよりモニュメントに
近いものです，次のページにはいろいろな水車があります．
これらは大容量で使われる水車です，こちらにはマイクロ
水車それぞれの水車の特徴のご紹介ということで，いろい
ろな機種がございます．それぞれ長所短所がありますが，
最終的には先ほど経済性ですとか，水車によっては性能や
適応範囲が違ってきますので，コストなども変わってきま
す．これが一般的な水車のご紹介であります．次に水車の
設置場所ということで，中小水力はどういった場所に設置
するかということを何点かご紹介いたします．一つは上水
-60-
されます．事業者は固定価格で電気を買取します，電気事
業者は国が定める価格で支払います．一方，電気事業者と
消費者の間では電気事業者は電気を消費者に供給します，
電気事業者は電気料金と賦課金を回収します．再生可能エ
ネルギー買取費用は，消費者より賦課金という形で徴収し，
この賦課金は買取費用の多寡に応じて電力会社に分配する
と．最終消費者から回収された賦課金は，一旦は費用負担
調整期間に入ります．ここで電気事業者にどれだけ買い取
ったかという比率で調整期間が支払をします．全体的な
FIT にまつわる費用負担はこのようになっております．次
に対象条件ですが，先ほど水力が３０Ｍｗ未満と申しまし
たが，もう少し見ますと，例えば S&B．これは施設の改修，
いわば既設の物を置き換えるという工事でございます．こ
れは話を聞いているといろいろなケースがございます．
元々水力発電所というのは機器だけではなく，大きいもの，
水路，管路などがございます．もともと FIT，去年の段階
では土木設備は FIT の対象にはならないということだった
のですが，今年度に入りまして，設備更新の範囲が土木工
事，水圧管路などが変えなくても良いという表現も出て微
妙になっています．二つ目の補助金ですが，元々補助金を
受けている場合は返却をしなければならないという話があ
ったのですが，現在は１０％までは認める話になりました．
三つ目は電力会社の取り扱いですが，電力会社は電気事業
者なので FIT 対象外ですが，一般電気事業者が担当地域以
外で発電した電気を担当地域の電力会社へ売電した場合は
FIT 対象となる．これは例えば北海道電力さんが東北電力
さんの管内に発電所を作って，それを東北電力さんへ売れ
ば FIT の対象になります．ただ，こういう事例は聞いたこ
とがありません．四つ目が揚水発電所の取り扱いで，揚水
発電所は夜間の電力をつかって発電しているので，化石燃
料を使っていると言うことで FIT の対象外となります．ガ
イドラインとは，最終的には FIT の認定の対象になるかど
うかと言うのは，最寄りの経済産業局に問い合わせいただ
くのが確実です．次は経済性の評価で，総工事費と建設単
価というものを示しています．横軸が出力Ｋｗ数で縦軸が
総工事費です．だいたい出力ごとに内部収益率，これが７％
になるように総工事費を算出して，Ｋｗ単価を計算すると．
今だいたいの水力の場合ですと，後で内部収益率ご紹介し
ますが，内部収益率が７％になればそれなりに投資価値が
あると言われていまして，これを得るためにどれくらいの
Ｋｗ当たりの建設単価で仕上げなければいけないか，それ
を示すのがこの折れ線のグラフです．だいたい３０００Ｋ
ｗで１３０万円当たりだとそれなりに投資効果があります．
経済性の評価とは，先ほどの IRR と言うものを示すもので，
何かというと初期投資額が１.９億円．年間の発電収入がだ
いたい３６００万円ほど．年間の運転維持費が１２００万．
その差が年間の収入，回収費になります．これを２０年で
回収した場合，複利計算したら金利がどれくらい付くか計
算したものです．この場合は９.４％ぐらいの金利がつきま
す．これはパソコンソフトのエクセルで計算すればすぐ出
るもので，それを紹介したものです．次が設備認定状況で，
今それぞれの電気が６月まででどれくらいあるか，こちら
がどれくらい認定されているかということで，圧倒的に認
定されているのは太陽光で飛び抜けて多い．水力について
言えば，ほとんど運転しているのはゼロに近いという状況
です．水力は今まで件数で７０件．認定出力で８０Ｍｗに
なっています．以上が FIT に関する簡単な説明でございま
す． 
次に小水力発電ということで，水力発電について簡単に
ご紹介させていただきます．まずは水力発電はなぜ電気が
起きるかというと，原理としては水の持っているエネルギ
ーを水上の回転エネルギーに変えて発電機で電気エネルギ
ーに変えると，水のエネルギーは，位置水頭，速度水頭，
圧力水頭，と使い方によって位置のエネルギーを使うのか，
速度のエネルギーを使うのか，あるいは圧力のエネルギー
を使うのか，種類によって使うエネルギーが違います．出
力は９.８，これは重力の数，流量，有効格差，で総合効率．
これらを掛けたものが出力となります．よくお客さまが間
違えるのが流量の単位は毎秒です，この単位を注意してい
ただければだいたいの水車の出力はわかります．総合効率
は大小によって違ってきますが，だいたい７５から８５％
くらいになります．有効落差は上水位と下水位の差，実際
には管路の露出が入ってきます，それを差し引いたもので
す．水車の発明者はほとんどアメリカ人とヨーロッパ人に
なっています．容量別の名称をここに記載していますが，
一般的には１００ｋｗ以下をマイクロ水力．１Ｍｗから１
００ｋｗをミニ水力．１０Ｍｗから１Ｍｗを小水力．１０
０Ｍｗから１０Ｍｗを中水力．１００Ｍｗ以上を大水力と
いいます．水車といってもいろいろな種類がございます，
水車の種類の選定には，横軸は流量，縦軸は有効落差にな
ります，その条件によって使用できる水車が違ってきます．
一般的にポピュラーなものは横軸フランシス水車，小さい
所ではクロスフロー水車，後は我々特有の機種なのですが，
管路に水道が付けられるタイプで，マイクロチューブラ水
車というものがございます．後は昔ながらの水車の形をし
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これらは大容量で使われる水車です，こちらにはマイクロ
水車それぞれの水車の特徴のご紹介ということで，いろい
ろな機種がございます．それぞれ長所短所がありますが，
最終的には先ほど経済性ですとか，水車によっては性能や
適応範囲が違ってきますので，コストなども変わってきま
す．これが一般的な水車のご紹介であります．次に水車の
設置場所ということで，中小水力はどういった場所に設置
するかということを何点かご紹介いたします．一つは上水
設備の設置事例ということで，浄水場とかはあえて圧力を
当てている場所が適用可能です．例えば水源のダムから着
水井の入り口の所，あるいは配水池の入り口，そういった
所に落差がございます．その辺の余剰エネルギーを従来な
ら減圧弁で落としているのをそこに水車を設置して有効に
活用しようというのが，浄水場への適応です． 
ただ，浄水場以降処理水の配管に設置する場合，反動水
車，途中で水が空気に触れないタイプのフランシス水車や
プロペラ水車といったものを適用します．浄水場内に設置
する場合，所内電力に使用しているケースが多いです．二
点目がダム維持放流への設置例ということで，今般下流へ
の放流スキームで維持放流をどこのダムでも行っておりま
す．そこにある落差と流量を使って発電しようというもの
です，こちらは年間を通して一定流量の運転なので，流量
の変化があまりないので簡素化された機械が適用されると
いう特徴があります．三つ目が農業用水への設置例．これ
は農業用水にバイパスして，管路を設けて水車を設置する．
農業用水は農山漁村電気導入促進法に基づき，戦後盛んに
小水力が建設された．ここの特徴は落差があまり大きくな
く，流量が一定流量のケースが多い．かなり農業用水への
設置の案件が最近増えています．四つ目が下水，工場廃水
などの設置事例，これは下水の最終的に川に流す水槽があ
りますが，サイホン式で水を引っ張ってきて，そこに水車
を付けます，そうすれば土木設備をいじらずに発電ができ
ます．こちらは今まで付けた事例を示しております．これ
は排水路の設置例です，これは上水の源水にフランシス水
車を付けてあります．こちらは水再生センターということ
で，下水処理場への設置例でございます．こちらは上水処
理後の水を利用した発電です．こちらは農業用水路を利用
した S型チューブラ水車というものですが，発電出力とし
ては５００Ｋｗ程度であります．最後になりますが，水力
発電所は自由に出来るものではなく，計画手順に許認可が
必要になってきます，簡単に許認可についてご説明をさせ
ていただきますと，まずは経済産業省の認可が必要なもの
として，高さ１５メートル以上のダムを伴うもの，あるい
は出力が３万Ｋｗ以上のものについては認可が必要となり
ます．それ以外で出力が２０Ｋｗ以上のものが届け出，こ
れは届出だけで問題ありません．上記以外，２０Ｋｗ未満
のものは手続きが不要となります．認可届出の内容として
は，電気工作物の維持，保安規定，主任技術者，工事計画
の届出，これら四つが必要になります．国土交通省の認可
取得ということで水利権聞いたことがあるとおもいますが，
水を使うために申請が必要となります．これは河川があっ
て，例えば農業用水路，あるいは工業用水と取った場合，
色で分けてどういう所に認可の申請が必要かということで，
水色の部分に一回河川から取った後，自分の施設に入った
部分は基本的に水色になっていまして，ここには許可は必
要ないと．そのほかの部分少なくとも流水路専用の部分は，
黄土色の部分ですが，こういったものは必要になります．
それぞれの性質によって国交省の認可が必要になります．
最後はしょりましたが，以上で FIT と小水力についてのご
説明を終わらせていただきます．ご静聴ありがとうござい
ました 
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